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別紙－３㉗ 営繕用（機械・第３評定者）
考査項目 工 種 ａ ａ’ ｂ ｂ’ ｃ ｄ

3.出来形及 □品質が特に優れ □品質が優れてい □品質が特に良好 □品質が良好であ □品質が適切である □品質が適切でなく
び出来ばえ ている る である る 不適合に該当する

●評価対象項目
Ⅱ.品質 暖 冷 房 □ １．機材の品質が、承諾図等により確認でき、設計図書を満足していることが確認できる。 □１．品質が不適切

衛 生 設 □ ２．施工の各段階における完了時の試験及び記録の方法が、適切であることが確認できる。 であったため、
備工事 □ ３．機材の品質確認記録の内容が、適切であることが確認できる。 工事請負契約

□ ４．品質の確認結果が、分りやすく整理されていることが確認できる。 書に基づく修
機 械 設 □ ５．施工の品質が適切であり、設計図書を満足していることが確認できる。 補指示を検査
備工事 □ ６．施工の品質が、試験や検査等の結果の記録により、優れていることが確認できる。 員が行った。

□ ７．システムの性能及び機能に関する試運転の確認方法が適切であり、記録の内容が、設計図書
を満足していることが確認できる。 □２．その他

□ ８．システムの性能及び機能に関する試運転の確認方法に、工夫がある。
□ ９．不可視部分となる品質が、工事写真、施工記録により確認できる。
□１０．中間検査や既済検査での工夫や良好な施工の品質が、継続して確認できる。
□１１．運転・点検上の表示及び危険箇所などの表示等が明確で解りやすい。
□１２．その他 理由：

●判断基準
該当項目が90％以上・・・・・・・ ａ
該当項目が80％以上90％未満・・・ ａ’ ①目的物の品質の水準を評価すること。
該当項目が70％以上80％未満・・・ ｂ ②品質の対象は、「材料、機材」と「施工が完了したもの（システムを含む）」
該当項目が60％以上70％未満・・・ ｂ’ があり、工事目的物の品質及び品質管理に関する各種の記録と設計図書を
該当項目が60％未満・・・・・・・ ｃ 対比することにより技術的な評価を行う。

③□欄には、「評価対象項目」のうち、評価出来ればレを記入し、「評価対象
外項目」は－を記入する。

④削除項目（「評価対象外項目」）のある場合は削除後の評価項目数を母数と
して、比率(％）計算の 値で評価する。
⑤評価値（ ％）＝（評価数( )／対象評価項目数( )）×100
⑥建築工事・電気設備工事・暖冷房衛生設備工事等が２工種以上複合してい

る工事については、それぞれの工種毎に評価し、工事費内訳による加重平
均などの方法によってよいものとする。


